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中
国
の

新
聞
紙
面
研
究
に

つ

い

て
の

考
察
（

上
）

馬

目

次
第
一

節
　
中

国
の

新
聞
紙
面
研

究
の

流
れ

と

現
状

　
一
、

新
聞
全
体
史
に

お

け

る

紙
面

研
究

　
二
、

新
聞
断
代
史
に

お

け

る

紙
面

研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上

「

」
L
）

　
三、

新
聞
編
集
学
に

お

け

る

紙
面
研
究

第
二

節

　
昨
今

の

中

国
に

お

け
る

紙
面

編

集
理

論

　
一

、

紙
面

と

「

紙
面
言

語
」

　
二
、

「

強
勢
（

強
さ

）

」

・

感
情
と
バ

ラ

ン

ス

感
覚

　
二
、

読
者
心

理

に

つ

い

て

の

研
究

第
一

節

　
　
　
　
　
　
ロね

中
国

の

新
聞
紙
面
研
究
の

流
れ

と

現

状

挺 ．

中
国

に

お

け

る

新
聞
に

関
す
る

学
問

的

研
究
は、

日

本
の

松
本
君

平
が
一

八

九
九

中

国
の

新
聞
紙
面

研

究
に

つ

い

て

の

考
察
（
上）
　

馬

　
　
挺

＊

マ

ス

コ
、、、
論

　
中
国

新
聞

史

年
（

明
治
三

二

年
）

に

出
版
し

た

『

新
聞

学
』

を、

一

九

塵
年
に

中
国
の

霧
出

版
社
に

よ
っ

て

翻
訳
・

出
版
さ

れ

た

も

の

が

そ

の

濫
觴
で

あ
る

。

一

方
中
国
人
が

書

い

た

最
初
の

新
聞
学
著
作
は、

一

九
一

九

年
徐
宝
璞
の

『

新
聞
学
』

で

あ

る

と

さ

れ

る
。

そ

の

後
徐
氏
の

他
に

黄
天

鵬、

任
白
濤、

邵
振
青
（

飄

萍
） 、

戈

公

振、

管
翼

賢
氏
ら

に

よ

っ

て
、

新
聞
学、

新
聞
史
に

関
す

る

翻
訳

と

著

作

が

多
数
出
版

さ

れ

た
。

　
中
華
人
民

共
和
国
建
国
以

後、

し

ば

ら

く

の

問

は、

新
聞

学
に

関

す

る

有
力
な

著

作
は

ほ

と

ん

ど

な

か

っ

た
。

し

か

し、

一

九

八

〇

年
代
初
期
に

至

っ

て、

中
国

人

民

大

学、

上

海
復
旦

大

学
な

ど

の

大
学、

そ

し

て

中
国
社
会
科
学
院
の

教
員
と

学

者
に

よ
っ

て、

論
文
や

著
作
が

徐
々

に

発

表
さ

れ

て

い

っ

た。

　
台
湾
の

方
で

あ

る

が、

国

立

政
治
大
学
新
聞
学
部
と

新
聞

研

究
所、

中
国

文

化
学

院
新
聞
学
部
な

ど

の

学
者
を

中
心

と

し

て、

様
々

に

成

果
を

上

げ
て

い

る
。

　
ま

た

海
外
の

方
で

は
、

ア

メ

リ

カ

国

籍
の

中
国

系
人

潘
賢

模

が
一

九
八

一

年
か

ら

一

九

八

二

年
ま

で
、

中
国

社
会
科
学
院
の

『

新
聞
研
究
資
料
』

で

中
国
の

早
期
新
聞

に

つ

い

て

論
文
を

発

表
し

た
。

そ

し

て、

東
京
大

学
新
聞
研
究
所
〔
現
社
会
情
報

研

究
所
）

で

教
鞭
を

と
っ

た
こ

と

が

あ

る

卓
南
生
先

生

に

よ

る

中
国
の

早
期
新
聞
に

つ

い

て

の

著
作
『

中
国
近

代
新
聞
成
立

史
』

が、
　一

九
九

〇
年
に

出

版
さ

れ

た
。

　

日

本
で

は、

戈

公

振
と

の

面
識
の

あ

る

小

野

秀
雄
先
生

の

早
期
論
文
で

も

中
国
の

市
近
代

翫
に

つ

い

て

論
じ

ら

れ

て

お

り・

ま

た

小
糸
忠

吾
先
生

は

中
国
の

新
聞

の

全

休
像
を

描
い

て

い

る
。

最
近
の

研

究
成
果
に

つ

い

て

は

山
本
賢
二

先
生

（
H
本

大
学
）

と

三

好
崇
一

先
生
の

著
作
と

論
文
を

挙
げ

る

こ

と

が

出
来
る。

　
こ

れ

ら

の

文

献
に

お

け

る

中
国
の

新
聞
紙
面
に

つ

い

て

の

論
述
は、

大
き

く

二

つ

に

分
け

る

こ

と

が

で

き

る
。

す

な

わ

ち、

新
聞
史
の

分
野
と

新
聞

編
集
論
の

分
野
で

あ

り
、

ま

た

新
聞
史
の

分

野
は

全
体
史
と

断
代
史
（

朝
代
毎

に

分

け
て

研

究
す

る

こ

と
）

に

分
け

る

こ

と

が

で

き

る

と

思

わ

れ

る
。
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明
星

大

学
厨

究
紀
要

【
凵

本
文

化
学
部
・
需
語

文

化
学
科】
第
卜

u7

ア

　
ニ

OQ
一．
年

一
、

新
聞
全
体
史
に

お

け

る

紙
面
研
究

　
（
【
）
　

戈
公

振

の

『

中
国
報
学
史
隠

　

民

国
「
」

ハ

年
　
（

一
L

几

二

七

年）
　
｝
　一

月

に

上

海
の

商
務
m

叩

輩
日

館
に

よ

り

出
臨
惜

さ

れ

た

「

山
．

国
報
学
史
』

は、

中
国
新
聞
史
の

第
一

作
と

い

え

る

も

の

で、

中

国
の

古
・

近

代
新
聞
に

つ

い

て

詳
細
に

論…
じ

て

お

り、

中
国
新　
聞
史
の

研

究
に

不

呵

欠

な

存

在

で

あ

る
。

そ

の

『

中
国

報
学

史
」

で

戈
公

振
は、
一−
漢
代
に

「

邸

報
』

が

あ

ワ

た

か
」

と
い

う
点
か

ら

出
発

し、
　

邸刷
朝

増

は

巾−
国
の

古

代
新門
聞

で

あ

る

と

い
・
つ

著
名
な
晶

ナ

説
を

提
起
し

た
．

そ

し

て

漢、

唐、

宋、

明
、

清、

民

国

（
．

九
二

〇
年

代）

に

全

る

各
時
代
の

新
聞

を、

時
代
の

流
れ

に

沿
っ

て

四

つ

の

時
期、

す

な

わ

ち、

そ
の

一

「

官
報
時
期
一、

そ

の

二

「

外
報
創
始
時
期
一、

そ
の．、、

−

民

報
勃
興

時
期
」 、

そ
の

四

「

新
聞
経
営
時
期
」

と

に

分
け

て
、

そ

れ

ぞ

れ

の

時
期
の

新
聞
の

発

生
、

発

展

の

背

景、

実
情
と

影
響
な

ど
の

各

側
面
か

ら

分

析
を

行
っ

た
。

　
「

中

国

報
学
史
』

の

中

で

挙
げ

ら

れ

た

歴

代

の

新
聞

紙
肉

の

構
成
に

つ

い

て
、

文

宇
を

用
い

る

記
述
は

そ

れ

ほ

ど

詳
し

く

な

い

が
、

幸
い

初
版

の

7
甲

国
報
学
史
」 、

す

な

わ

ち

⊥

海
の

商
務
印

書
館
の

中

華
民
国
一

六

年
一
一

月

版
に

は、

多
数
の

現
物

の

図

版

と

写

し

が

掲
載
さ

れ、

「

京
報
』

の

表
紙
の

実
物
を

複

製
す

る

な

ど

の

努
力

が

払
わ

れ

た

の

で、

歴

代
の

新
聞

紙
面

を

あ

る

程

度

知

る

こ

と

が

で

き
71w
。

し

か

し
、

最
初
の

近

代
的

中
国

語

新
聞
と．
訂

わ

れ

る
一

、

察
世

俗

毎
月

統
記

悠
』

の

よ

う

な

中

国

新
聞
史
ヒ

非

常
に

重

要
な

存
在
で

あ

る

い

く
つ

か

の

新
聞
は、

戈
公

振
宀

［

身、
皿

若

「

蓼
茗
だ

け

残
・

て

お

り
、

実
物
発
兇

で

き

ず
・

遺
憾
に

跳
」

と

述
べ

て

い

る
・

も

ち

ろ

ん、

こ

れ

ら

の

紙厂
岡

に

関
す

る

論
述

は、

省
略
さ

れ

た

り、

問

接
的
な

資
料

に

基

づ

い

て

い

た

り

と、

そ

の

信
頼
性
が

問
わ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

　
実
は

戈

公
振
は、
　一

九
二

七

年

か

ら
一

九
二

九

年
の

問
に
、

欧
米

並

び

に

日

本
に

70

研

究

旅
行
を

し
、

「

英

園
博
物
館
」
〔

原

文

の

ま

ま）

で

『山
祭

世

俗

毎
月

統
記
鯨
』

『

特
選
撮
袈
毎
月

紀
傳
」

「

東
西

洋

考

毎

月

統
記

籬
』

な
D
二

の

実
物
を

見
る

乙

と

が

で

き
、

写

夷
も

撮
っ

た
。

本
来
彼
は

こ

れ

ら

の

新
し
い

資
料
を

加
え

て、
『

中
国

報
学

史
』

を

口

語

で

書
き

な

お

す
つ

も

り

で

あ
っ

た

よ

う

だ

が
、

賭
逝
の

た

め

残
念
な
が

ら

実
現

で

き

な

か

っ

た
。

　
『

巾・
国

報
導
士

史
』

が
一

九
丘

五

年・
に
一一、

聯
豊
日

店
に

よ
っ

て

再

版

さ

れ

た

時
と、
　一

九

八

六

年
に

二

回

目

再
版
の

時
の

両
方
と

も、

戈

公

振
が

集
め

た

新
資
料
を

加

え

な

か

っ

た

ト

に、

複
製
鬮
難
と

言
う

理

由
で

全
て

の

鋼

版
と

写

し

を

省
い

た
。

そ

の

た

め

初
版
の

『

中
国
報
学
史
ト

は

す

で

に

實
重
な

文

献
に

な
っ

て

お

り、

中

国
の

研

究

者
に

と
っ

て、

初
期
の

新
聞
の

顔
を

知
る

こ

と

は
一

層
困

難
に

な
っ
た

の

で

あ

る
。

　
（

二
）
　
方
漢
奇
教
授
と

『

中
国
新
聞
事
業
通
史
』

な

ど

　

新
中
岡

建
国
後、

国

内
に

お

け

る

中

国
新
聞
史
研

究
の

第
一

人

者

で

あ

る

中

国

人

民

大
壁、
方
漢
奇
教
授
が

主

編
と

す

弖．
中

国
新
聞
事
業
遜

忠
（

全

二

巻
）

が

天

九．
．

か

ら
一

九

九

九

年
に

か

け

て

出
版
さ

れ

た。

こ

れ

は

方

漢
奇
教
授
の

『

申
国

近

代
報
田
史
』

を

は

じ

め

と

し

て
［．
中
国

新
開
事
業
簡
史
」

な

ど

の

中
国

新
聞

史
に

お

け

る

研
究
成
果
の

集
大

成
と

い

え

よ

う。

　
h

中
国

近
代
報
刊
史
』

は
一

九

世

紀

初
期
か

ら、
冖
○

批

紀
一

〇
年
代
ま

で

の

新

聞

の

発

生、

発

展
史
で、

そ

の

特
徴
は

新
開…
史
を

社
会
発

展

史
に

基
づ

い

て

論
じ

た
こ

と

で

あ

る
。

例
え

ば、

同

書
の

章
題
を
い

く
つ

か

見
て

み

る

と、

第．
二

章

　
中
国

資

産
階
級
新
聞
の

萌
芽
と

資
産

階
級
改

良
派
の

新
聞

活
動
L 、

第
四

章

、

民

主

革
命
準

備
時
期
の

資
産
階
級

報
刊
一、

第
五

章
一

民

主

革

命
ピ

ー

ク

時

期
の

資
産
陪
級

報
刊
．

な

ど

で

あ

ウ、

各

時
期
の

新
聞
の

社

会
的

背
景、

内

容

と

観
点
の

傾
向、

そ

し

て

果

た

し

た

社
会

的
役

割
と

影
響
に

つ

い

て

の

分

析
を

主
に

し

て

い

る
。

し

か

し

各
新

聞

の

紙
面
に

つ

い

て

の

論
述

は

ほ

と

ん

ど

な

く、

図

版
は

表
紙
の

裏
に

十

数
種
の

新
聞

を

揃
え

て

重
ね

て

写

し

た

写
真
一

ぺ

ー

ジ

し
か

収
録
さ

れ

て

い

な

い
。

総
括

的
に

時
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期
毎
の

新
聞
編
集
の

特
徴
に

つ

い

て

述
べ

た

と

き

に
、

紙
面
の

特
徴
と

そ

の

変
化
に

つ

い

て

の

簡
単
な

説
明
が

さ

れ

て

い

る

程
度
で、

紙
面

構
成
の

編
集
論
⊥

の

理

由
や

そ

の

変
化
の

理

由
に

つ

い

て

は

ほ

と

ん

ど

論
じ

ら

れ

て

い

な
い

。

　
『

中
国
新
聞
事
業
簡
史
』

の

主
な

内
容
は
、

『

中
国

近

代
報
刊
史
』

の

続
編
と

し

て
、

二

〇
世
紀
の
一

〇

年
代
か

ら
一

九

四

九
年
の

建
国
の

直
前
ま

で

の

新
聞
事
業
に

つ

い

て

で

あ

り、

中
国
共
産
党
系
の

新
聞

が

主

に

論
じ

ら

れ

て

い

る
。

そ

の

論
述
方
法
は

『

中
国
近
代

報
刊
史
』

と

あ

ま

り

変
わ

ら

な

い

が
、

新
聞

紙
面
に

つ

い

て

の

論
述、

図
版
な

ど

は

ほ

と

ん

ど

な
い

。

　
一

方、
『

新
聞
学
論
集
』

（

中
国
人
民

大
学
新
聞
学
部）

第
二

輯
の

中
に

収
め

ら

れ

て

い

る、

方

漢
奇
教
授
の

『

辛
亥
革
命
時
期
報
同
業
務
工

作
的
改
進
』

の

論
文
は、

同
時
期
の

新
聞
の

紙
面

の

変
化、

欄
の

設

置、

そ

し

て

見
出
し

な

ど

に

つ

い

て

詳
細

に

論
じ

た

も

の

で

あ
る
。

　

方
漢
奇
の

著
作
に

は

ま

た、
『

中
国
古

代
報
紙
』

（

中
国

古
代
の

新
聞
）

が

あ

り、

そ

れ

は
一

九
八

〇
年
代
か

ら

中
国

人
民

大

学
内
部
教
材
と

し

て

一，
邸
報
L

『

京
報
』

な

ど

中
国
の

古
代
新
聞
に

つ

い

て

詳
細
に

述
べ

て

い

る

が、

残
念
な

が

ら、

古
代
新

聞
の

写
し

と

図

版
は

な
い

。

　
『

中
国

古

代
報
紙
』

の

中
で

方
漢
奇
は

、

『

進
奏
院
状
』

に

つ

い

て

論
じ

た
。

こ

の

『

進
奏
院
状
』

は
、

大
英

図

書
館
に

保
存
さ

れ

て

い

る、
　一

九
世
紀
初
頭
に

敦
煌
で

ス

タ

イ
ン

（

ω一
「

」
〜

昌
「一一
ω
酋

ロ一
5
）

に

よ

っ

て

盗
ま

れ

た

七

千

点
に

の

ぼ

る

「

敦
煌
巻

子
」

の

一

点
（

番
号
：

S
一
一

五

六
）

と

し

て

発
見

さ

れ

た

唐
時
代
の

文
書
で

あ

り、

世
界
に

現
存
す
る

最
も

古
い

新
聞
と

言

わ

れ

る

も

の

で

あ

る
。

し

か

し、

そ

の

時
点

で

は

方
漢
奇
白
身
も

本
物
を

見

た

こ

と

が

な

か

っ

た

の

で
、

新
薑．
通

信
ロ

ン

ド

ン

支

社
の

記
者
に

頼
ん

で
、

『

進
奏
院
状
』

の

手
書
き

の

写

し

を

入

手
し

た
。

そ

し

て
、

『

新
聞
学
論
集
』

第
五

輯
に

発
表
さ

れ

た

論
文
『

従
不

列
顛
図

書
館

蔵
唐
帰
義
軍

「

進

奏
院
状
」

看
中
国
古
代
的
報
刊
』

（

大

英

図
書
館
に

保
管
さ

れ

て

い

た

唐
帰
義
軍

巾

国
の

新
聞
紙
面

研

究
に

つ

い

て

の

考
察
〔
上）
　

馬

　
　
挺

の

「

進
奏
院
状
」

か

ら

み

た

中
国

占
代
新
聞
の

歴

史）

の

中
で、

方

漢
奇
教
授
は

ま

ず
『

進
奏
院
状
』

を

写
し

た

人
に

よ

る

本
物
の

外
観
に

つ

い

て

の

描
写

を

紹
介
し、

さ

ら

に

原

文
の

ま

ま

で

内
容
を

公

表
し

た

上

で、

言

葉
ご

と
に

詳
し

い

解

釈
と

考
察

を

加
え

た
。

こ

の

『

進
奏
院
状
』

に

つ

い

て

の

分
析
を

通
じ

て、
「

邸
報
」

と

い

う

名
称
や

発
生

時
期、

さ

ら

に

は

古
代
新
聞
と

現
代
新
聞
の

区

別
に

つ

い

て

改
め
て

検

証
し

た

の

で

あ
る
。

　
一

九
九
二

年
九
月
に

出
版
さ

れ

た

『

中
国

新
聞
事
業
通

史
』

の

第
一

巻
の

内

容
は、

古
代
か

ら
「．
民

国
初
期
」 、

即
ち
一

九
一

九

年
の

「

五

四

運

動
」

発

生

直

前
ま

で

中

国

の

新
聞
史
を

包
括
し

た
。

方
漢
奇
教
授
の

前
述
の

論
著
な

ど

を

整
理

し、

当
時
ま

で

の

国

内
外
の

研
究
成
果
も

検
証
・

採
用
さ

れ

て

い

る
。

　

ま

ず、

長

期
に

わ

た

っ

て

論
争
し

て

き

た

中
国

古
代
新
聞
の

最
初
の

出
現
時

期
に

つ

い

て、

唐
時
代
か

ら

と

い

う
説
は

比

較
的
に

信
用
で

き

る

と

結
論
付
け

た。

さ

ら

に、

現
在、

そ

れ

ぞ

れ
パ

リ

国
立

図
書
館
所
蔵
（

唐
僖
宗
乾
符
年

間
．

八

七

四

〜
八

七

九

年
）

と

大
英

図

書
館
所
蔵
（

唐
僖
宗
光
啓
三

年
・

八

八

七

年
）

（

後
者
の

図
版

掲
載
）

の

二

点
の

手
書
き

新
聞
『

進
奏
院
状
』

を

検
証
し
、

現
存
最

古
の

原
始
型
新

聞

と

断

定

し

た。

こ

れ

ら

は

欧
州
中
世

の

ニ

ュ

ー

ス

レ

タ

ー

と

相
似

す
る

の

で、

紙

面

編
集
の

視
点
か

ら

の

検
証
は

あ

ま

り

意
味
が

な
い

と

思

わ

れ

る
。

ま

た、

後
述
に

触
れ

る

日

本
国
会
図

書
館
所
蔵
の

乾
隆
三

十
六

年
（
一

七

七
一

年
）

『

題

奏
事
件
』

と

題
し

た

民

問
発
行
し

た

印
刷
新
聞

を

紹

介
し

た

が
、

詳
し

く

は

検
証
さ

れ

な

か

っ

た
。

ま

た、

後
述
の

卓
南

生
の

『

中
国
近
代
新
聞

成
立

史
』

の

一

部
の

研

究
成
果

（

特
に、
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

な

ど

に

つ

い

て
）

を

取
り

入

れ

て

あ

る
。

　

し

か

し、

紙

面
編
集
の

視
点
か

ら
の

検
証
は

あ

ま

り

な

く、

古
代

新
聞
の

面

貌
を

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

ロ
ら　

窺
え

る

図
版
も

意
外
に

少

な

い
。

　
（

三
）

　
中
国
国
内
に

お

け

る

そ
の

他
の

研

究
者
の

研
究

　

全

体
史
の

形
で

中
国

の

新
聞
史
を

研
究
し

て

い

る

も

の

は
、

そ

の

他
に
一

九
八

六71
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明

足

大，「
＋

研
究
紀
要
【
凵

木
文
化
≠

講
・
再
＾ 

又

化

学
科
】

第
卜
弓

　
　
ゆ

〇一
今．

　

　

　

　
4

一

響

器
延

韈
ゼ

黐

ー
鮃

歳
痴

、
叡

識

懿

讐
購

響
窒

耋
》

、

懸
譲
蔑
霙
籔、
汰
歌

渉．
藩

卿

譜

鱗

欝
撫
糖
誘

鬣
．

蘇

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　
り
かド
　

け

難

欝
饗

叢
盡

　

　
　
　

　

　

　

　
す

　

　
　
，

鑵 、

塞
へ 　・

鸞論識

鑼
P 毒踏 蔵 事

繋

爨
！i
’

一厂纛
馬
！
・i
貌

靭

．t』尠

憲

翼
轆

署

驫

蘇

鞭
鴫

透

護・
鵬

t
義
償

齔

翔

癆
紬

 
ゆ

薩
財

蠱

箒

．
無
樋

諞
・
年

4

嬪

媽
暫

鷺

や
百
翫
灘

統

嘉
選

鱗
入

み
憶

鑞
鑿
聽
飜

　、

等

夢
駕

　
崢
孟

ぜ
　

参

峡

懇
蓄

諭

鞭

瓢
葵

簽
辮

難
藝
嘉

…

轟
・

糶
攤

欝
鍵
蹴
腿

懲

　
、

纔

伊

驫
適
欧

乳

販

覧
称

・

　
　

　

博
遭

縺
翼、
向

晦

簿

幺．
辞

貯

乳

虚
奪

…

熱
飜
鰤
載
瀞

劔
認
贈

叢
釦

町

嶺
孕
彎

糟
娠
の

腰
幾

票
籌

欝
1苅ILh−1 ノ

丶 k図 霜館 1511・rl・茂 ll
’
ifL奏 t；1状 v一厂r”Ili［r亅：lc丿報 1

「1・1 ト リ ぜ

年
に

ト

舟

復
日

大

学

新
聞

学
部
新
聞
史
研

蒲

九

室
に

よ

フ

て

巾
悶

汐、　

乱

た
」、
新
聞

学
基

礎

教
材
叢
書
」

の

冖

桶

の

一
−

簡…
明亠
甲

国
新川
聞

中へ
L

が

あ
つ
勺

。

ま

た
、

　

角伸
八

八
炉
牛
一

二

月

に

出

版

さ

れ
」．
L

、

　

申

可一
丿
　一
　

9
　

）

　

k戸
ゾ

　・ 、

r

ー
　イソ
　一
　

巨
　　
ウ
　

ヲ
心

」
治

八
口

同冖
編

昌
ー

し

た

h

巾．

国

新
聞
史
（
古

近

代

部

分）
L

と
、

⊥

鳳

超

（

中

図

社
会
科．
学

研
究
所
所
良」

編
糟

 

中
国

的

報
刊
］
（
中

囚
の

新
閏り
耕
吐
咀

）
　
か

あ

る。

　
「

簡
明
巾
国

新
聞

ー、
　凵
　

「・、
　一
一

し阮
』
　

　’

　

　

　
　
　

　ハロた
コぜ

り
」

　

へ
4

ゴ
ー1
　

γ
「
」

ブ
’削
艦

剄
−一よ
、

　’
目
「，
舞
汽、・
ー
1「
1・
旨

．
ノ　　ヒ
厂「
　
　　　
IF

　
　　　
　

フ
　　　置「　「

1　　
　
　
　
　　　　　
　　
ー
　　ド　　　　
　

で

籍

躙
か

ら

申
華
入
民

共1
刺

国

建
圜
の

陰
斗

馴

ま

で

で

あ

り、

基
太丁

”
的

に

中

国
の

礼
へ

耳

発

72

展
の

段
眦

晒

に

沿
っ

て、

山
−

国
の

新
聞
の

発
生
・

発
展
の
北

目

泉
・

状
況
・

思

想
の

分
析、

・ダ
ド

ぞ
社
会
的
役
割
を

め

ぐ

メ
、

諭
じ．・
、

い

る
、

芦．
の

特
徴
の

、

つ

は
、

新
聞

史

論

、、
L

し

て

初
め

て、
「

五

四

漣

動
・

以

後
の

新
聞
紙
を

系

統
的
に

述
へ

た

点
で

あ

る、

特
に

国

民

党
統
治
の

下
の

新
聞
や

共

庠
党

軍
隊
の

新
聞
に

吟 、
い

て

も

紹

介

し、

論
じ

て

い
．

勾

が
、

史
料
に

し

ろ

分
析
に

し

ろ

ま

た

不

」

分

で

あ

る

と

思

わ

れ

る．

新
聞

史

で

あ

り

な

が

ら、

新
聞
そ

の
−
D

の

を

歴

史
的
に

分
析
す

る

視
点
に
」
v

っ

て

い

な

い

印

象
が

あ

り
、

ま

た

新
聞
編

集
や

瓢
面
に

つ

い

て

の

論
議
が

少
な
い

か

ら

て

あ

る
、

　
『

中

困
新矧
聞

史
〔
古甲
庭…
代

部
仆
ご

L

に

つ

い

て

は、

副…
題

に

あ

ろ冖
旭

り

諦 
囲
は

「
五

四

運

動
…

直
前
ま

で

で

あ

る
。

そ

の

考
察
方
法
は
、

新
聞
史

上

著
名

な

人

物
を

め

ぐ

＝．一
、

そ

の

思
想
．

作
品
・

そ

し

て

新
聞
筆
業

と

栽

聞
編
集
の

樊

務
を

材

料

と

し

て

論
じ

た

碗

の
べ、
あ

る
。

と
わ

わ

け、

い

く
つ

か

の

重

要
な

新
聞
の

紙
齒

に

つ

い

て

詳

細
に

記

礁、

考
察
が

ね

わ

れ

て

い

る．、

例

え

ば
、

「

察
世
俗
毎

月

統

記

傳
」

の
＋

衣

紙

の

様
子

に

つ

い

て
r

則

し

く

記

述

し、
評、 
ら

に

一、
由
−

報
L

二，
新
聞

報
」

の

罐
杁

血

構

成
も

詳

細
に

紹
介
し

て

い

る・、

　

十

圓
軌

超
の

「

申

国

的

報
劍

円

「

は
、

各
時

代
・

時
磁覗
の

代
尋

衣

的・、
鴇
研

聞
の

紹…
介

とハ
ゆ

析
に

絞
り
、

記
述
の

範
囲

は

−
邸
報
」

か

ら

最
近

に

至

る

ま

で

で

あ

る
。

そ
の

屮
て

建

囚

当

初
〔〃
新
聞
当
垂
殴

冫

二

九

ヒ

九
隼．
か

ら
の

新
聞
雑

誌
の

人

発

展
の

状

況
に

つ

い

て
、

新
間
の

全・
捧

史
の

申
で

紹
介

し

た

も

の

は

こ

れ

が

初
め

て

で

あ
る
．

呑

と

試

り

一
〇

万

字
租

度．
で、

膨・
た
な

内
容
・
匸

詳
細
に

分

析

す

る

の

ほ

無

埋

が

あ

る

と

は

い

え、

、

九

六

く

年
か

ら
．

九

七

の〕
年

代
力
轟
木
闇

朋
キ

L

て

の

文

化
L

へ

革
命
朗
に

お

け

る
配
枅

闘

史

土

の

鳴
、

自

期

を

沖

め

て

い

な

い

の

げ

u

事
実

て

あ

る。

し

か

し、
「

中

匯

的

帳

刊
「

が

八

’

ま

で

収
り

ー

げ
」．
に

他
の

新
…

曲

史
の

著
作凵
と

比
べ

て

優
払

て

い

る
一

フ

の

特
輒

暇

は
、

そ

の

資

料
性
で

あ

ろ
。

多

放
の

新
聞
の

写

輿
図

版

が

掲
載
さ

乱
、

紙
両
に

つ

い

て

の

A
醐

述

は

多

く

な

い

が
、

燈

史

⊥

重

要
な

い

く
つ

が

の

文

献
の

面

貌

が
一

日繭
隙

然

て

あ

る
。

例
え

ば、

五

述

の

方
渙
奇

教
授
が

紹
介

し

た、
「

匿

礬
に

現
存
す

る

最
竜

占
い
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新
聞
L

と

言
わ

れ

る

唐
時
代
の

『

進

奏
院
状
』

の

現
物
の
一

部
の

写

真
図

版

−
二

）

も

提
供
し

て

お

り、

方
教
授
の

紹
介
と

相
補
う
も

の

と

な

っ

た
。

二
、

新
聞
断

代
史
に

お
け

る
紙

面
研

究

（

図

版

　
新
聞
断

代
史
（
朝
代
毎
に

分
け

て

研
究
す
る

こ

と
）

に

つ

い

て

は

さ

ら
に

二

つ

の

形
式
に

分

け
る

こ

と

が

で

き

る

と

思

わ

れ

る
。

一

つ

は

社
会

発
展

史
に

基
づ

い

て

新

聞
史
を

区

別
す
る

形

で
、

例
を

挙
げ
る

な

ら

『

先

秦
傳
播
（
メ

デ

ィ

ア
）

事
業

概

要
』

（

朱
傳
誉
） 、
『

宋
代
新
聞
史
』

（
同
前
書）
、

『

中
国

明
代
新
聞
傳
播
（

メ

デ

ィ

ア
）

史
』

（
尹
韻
公
）

な

ど

で

あ

る
。

も

う
一

つ

は

新
聞
あ

る

い

は

新
聞

関
連

事
業

の

発
生
・

発
展
に

沿
っ

て
、

段
階
的
に

そ

れ

ら

を

研
究
す

る

形
で

あ

り、

例、
屍

ば

『

中
国
古
代
報
紙
探
源
』

（
黄
卓
明
）

な

ど

で

あ

る
。

　
（
一
）

　
社
会

発
展

史

の

区

分
に

基
づ

く
新
聞
断
代
史
の

研

究

　

　

1．

朱
傳
誉
の

『

宋
代
新
聞

史
』

に

つ

い

て

　
『

宋
代
新
聞
史
』

（

中
国

学
術
著
作
奨
助
委
員
会
・

台
湾
商
務

出
版
社、

中
華
民

国

五

六

年

口

九
六

七
］

九

月
）

は、

宋
時
代
の

「

邸
報
（

官

報
ご
．

「

小

報
（
民

営

報
業
）

」

・
「
邊
報
」

二

榜
文
」

な

ど

の

文
書
に

つ

い

て

論
じ、

「

邸
報
」

を

め

ぐ
っ

て

そ

の

発
行
機
関
「

都
進

奏
院
」

の

山
来
及

び

「

邸
報
」

の

編
集
過
程
と

検
閲
制
度、

ま

た

発
行
事
情
に

つ

い

て

詳
細
に

検
証
し

て

い

る
。

特
に

宋
代
の

「

邸
報
」

の

名
称

に

つ

い

て、
「

邸

報
」

「

邸
状
」

「

報
状
」

「

朝

報
」

「

進

奏
院

報
」

「
進

奏
報
」

「

報
」

「

状
」

を

挙

げ

て、

そ

れ

ぞ

れ

の

出
典
に

つ

い

て

述
べ

て

い

る
。

「

邸
報
」

の

内
容
に

つ

い

て

も

官
吏
の

昇

降、

大
臣
の

章
奏
（

上

奏
文
） 、

詔
令、

朝
見
と

朝
辞
（

皇
帝

と

の

対
面

挨
拶
）

、

謝
表
（

地

方

官
吏
の

皇

帝
へ

の

挨
拶
文
） 、

刑
獄、

詩
文

な

ど

を

挙
げ
て、

詳
し

く

考
察
し

て

い

る
。

し

か

し、
「

邸
報
」

の

実
物
が

な
い

の

で
、

そ

中
国

の

新
聞
紙
面

研
究
に

つ

い

て

の

考
察

（
上）
　

馬

　
　

挺

の

紙
面
に

つ

い

て

は

論
じ

て

い

な

い
。

　

　
2．

尹
韻
公
の

『

中
国
明
代
新
聞
傳
播
史
』

　
『

中
国
明

代
新
聞
傳
播
史
』

は、

方
漢
奇
教
授
の

指
導
に

よ

る

尹
韻
公

の

博
士

論

文

で

あ

る
。

そ

の

内
容
は

題

日

に

あ

る

「

新
聞
傳
播
（
メ

デ

ィ

ア
）

史
」

で、

明

代

の

「

邸
報
一

と

『

塘
報
』

以

外
に

そ
の

時
代

の

「

布

告
」

と

世
論
も

含

ま

れ

て

い

る
。

「

邸
報
」

と

『

塘
報
』

に

つ

い

て

の

考
察
と

分
析
は、

そ

の

性
格
．

発

行
機
関
．

制

度
・

内

容
・

印
刷
・

読
者
層
な

ど
の

問
題

に

集
中

し

て

お

り、

紙
面

編
集
に

つ

い

て

の

論
述

は

僅
か

で、

し
か

も

そ

の

結
論
は

「

毫
無
特
色、

千
篇
一

律
（

特
色
な

し、

全
部
同

じ

で

あ

る
）

」

で

あ

る
。

　

し

か

し、

明
朝
の

新
聞
の

印
刷
に

関
す
る

い

く

つ

か

の

問

題
に

つ

い

て
、

尹

韻
公

は
ユ

ニ

！

ク

な

論
点
を

提
出
し

て

い

る。

　

ま

ず、

木
版
彫
版
が

す

で

に

盛

ん

で

あ
っ

た

明

時

代
に
、

当

時
の

新

聞
と

言

わ

れ

る

「

邸
報
」

が

何
故

広
く

印
刷
さ

れ

な

か

っ

た

か

に

つ

い

て、

尹

は

歴

史
文
献
に

基

づ

き、

当

時
「

邸
報
」

を

彫
版
印
刷
す

る

乙

と

は

珍

し

く

な

か

っ

た

が、

普

通
の

「

邸
報
」

は

ま

だ

手
書
き

で

写

さ

れ

て

お

り
、

発
行
人
に

新
聞
価
値
が亠口
同

い

と

判
断

さ

れ

た
「

邸
報
一

し

か

附
梓
さ

れ

な

か

っ

た
。

そ

れ

は

採
算
が

合
わ

な

い

た

め
で

あ

る

と

述
べ

て

い

る
。

　

ま

た、

粘
土

に

よ

っ

て

作
ら

れ

た

「

泥
活
字
」

の

印

刷
方

法

は、

早

く

も

北

宋
の

慶
歴

（

一

〇
四
一

〜
一

〇
四

八
）

年
間
に

畢
昇
と

い

う

人
物

に

よ
っ

て

発
明

さ

れ

た
。

彫
版
印
刷
よ

り

活
字
印
刷
の

ほ

う
が

コ

ス

ト

も

低
く、

印

刷
周
期
も

節
約
で

き

た
。

そ

れ

が

何
故
五

〇
〇

年
も

経
た

明
時
代
に

至
っ

て

も

普
及

し

な

か

っ

た

の

か、

な

ぜ

活
字
に

よ

っ

て

「

邸
報
」

を

印
刷
し

た

記

録
も、

書
籍
を

印
刷
し

た

記
録
も

な

か

っ

た

の

か

と

い

う

疑
問
に

つ

い

て、

尹
は

次
の

よ

う
に

判
断
し

て

い

る
。

す
な

わ

ち、

粘
土

の

か

た

ま

り

を

彫
っ

て

活
字
に

し

て、

焼
い

た

あ

と

に

印
刷
す

る

と

い

う

発
想

は

す
ば

ら

し

い

も

の

だ

が
、

そ

う
し

て

作
ら

れ

た

粘
土

活
字
は

焼
成
後、

陶
器
の

状73
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明
り

人

学
伊

　
祀

要
〔
　
ー
尺

化∴．・
雌
・
．

　

匙

化卍

札
】

　
　

ウ

　一
．

hO

〜
自

態

r
拭

っ

て

も

煉
瓦

の

状
態

に

广

っ

て

も、

変
磁
し

や

す

く

壊
れ

や

す

い
。

し

か

ム

中

国
ハ

　
石

酌

斎

墨
や

使
っ

．
．．．
同

物
身

甲
刷

す
70

は

明

ら

か

に

困

嫉

な

た

め、

．
死

活

字
L

は

い

｛、
亠、
二
L

も

理「・
円

4

実
験
の

曳
−

　
唱
．

」

ま
っ

て

い

た
⊃

・

乖
が
．

明

馬

帆
に

泥

酒
宀

ヨ

に

よ
っ

て

印
刷，
こ

れ

た
印．
刷
物．、
な

い

理

由

で

あ
昇

　

な

お
、

木

の

沽
中
丁

に

つ

い

て

は

翠

到

も冷
試

み

た

よ

う

だ

が、

宍

ら

か

い

木

材
を
撰｝
ん

だ

た

め

か、

失

敗
〜

た
。

そ

こ

で

元

時
代
つ

十

禎
は

堅
い

木

図
を
伸｛
7

て
、

　
つ

い

「

不
に

よ

る

活

ウ

†

印

刷
　

汐
功

さ

せ
みー

。

銅
や

錫
やM
釦

の

金
高匪
拙
少
丁

も

実

喰
さ

れ

た
柔

う
’．

あ一
，

が
、

活
南
r

の

材
剣

≠

や

そ

の

強
F
又 、

あ

る

い

ぱ
壯
盤

の

門
レ
喝

で

成
功

し

な

か

っ

叱

ト
こ

い

ら
二）

」

て

あ
る
．

　
…
明

代一
新闘
聞団
の

叩

刷
閃

越
に

つ

い

て

の目
鞘
ム

嵎

は、

明
時
代
の

技
』

帽

条
件
に
」．訊
っ

て、

新…
剛

の

卞

流

は

ま

池

手
葺
日

き

で
、

た

ま

に

門

U
印

刷
の

も

の

が

あ

っ

．
、．

木
活
思
r

の

覿
崩
嫺

は

門
の

末脇
期

か

ら

徐
々

に

始
ま

っ

て、
　
つ

い

に
f

「

土

き
・

q
族
・
W
凸
ウ
Tr

一一、
者

併
存
の

局
曲

を

形
成
し

た
の

で

あ
7

と

述
べ

て

い

る
。

　

71
紳

頭

公

の
払

嗣

述
は

、

中・
国

の

新口
闘
紙
向
羽
刀

成
の

沓

指
に

つ

い

て

の

考
察
の

ト

で

非

常
に

重

要

だ

と

思

わ

れ

る
、

　
（

二
）
　
新
聞
事
業
自
身
の

発

展
の

流

れ

を

踏
ま
え

た

新
聞

断
代
史

　

こ

の

馳旧
剛

事
人

自
身▽
の

断引
代

史
っ

研

究・
力

法
は、

⊥

述
の

よ

う

な
刔

宏

摎

展

史

に

よ

る

断
代
の

研

究
と

異
な
っ

て
、

而。
剛

事
末

を

礼
会
発
肥
の

止

し

れ

や

あ

る

政
治
的

変

動

」

属
す

る

広・
の

と

し

て

考
察
す
ス、
わ

陸

で

な

く、

新
聞

事
斗

を

相
刈
的
に

独
立

し

た

研
弛

九

諺

象
浬」
見

て

研一
究
〔

」

仏口
に

し

て

い

る

点
で

あ

る
。

乙

の

よ

 ・
声

研｛
λ
の

代

表

作

し

し

て、
　

ヤ

明
の

『

中
鑷
古

代
報
鰍

探
潭
一

と

卓
布

生

の

「

中

国

立

代
新

，，一

成
立
眞

ζ

を

拳
げ

た

い

と

思
う

。

　

　
1．

黄
卓
明
の

『

中
国
宵
代
報
紙

探
源
嘸

　

黄
卓
明

廿
C

期
に

わ

た

．

て

中
囿
の

占
代

新
嗣

に

陵

す

る

資
柑
を

収
集
賀、
〔

燐

究

ム、
二

信
っ

に

が、
［，
ー
］

占
代
報
紙
探
源
』

は、

そ

つ

研

先
成
朱

の

工

貌
が

尹

〜
ス

暑

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

74

作

と

い

え
ト
、

う．
『

中
田

宀

代
報
紙
探

源
』

（

吾
名
を

見

ろ

と、
「

新
」

f
叢

自
身
の

発

展
ゐ

流
の

．
踏

手

　
ボ
臨

断
代
史
」

で

は

な

い

よ
・
3
心

わ

れ

る

が
、

囚

容
を

弥

止

，

か

ば
、

ア

貼
明

芽
期
の

ー
国
嵐

聞、

つ

ま

り

占
代｛

砿

ダ

型
の

薪
騨

を

論
し

た
・
。

の

G

あ
、・・
、

ち
．、
…

ど．

南

ー

　
『

中
1

迦

代
新
同

成
v

史」

，
府
の

時

期

を

カ
バ

ー

し

て

い

る

の

で、

こ

こ

に

組

み

人

れ

よ

）

と

思

う．、

　
「

中
国

古
代

叛

組

抹
沸
』

は

史
、

祠

の

体

強
一
な
っ

て

あ

ら

ず、

…

つ

一
、．

つ

問

咫

、
怎

取
ノ

土

げ
ザ、
一

連

2
哩
冫

組
み

蹉
．
ー

イ、
い

る
。

し

か

し
．

渓
時

代
の

縛
報
」

の

存
在
岡
題
か

ら、

禧

時
代
の

『

京
報
』

ま

で、

穿

芽
襲
の

中

国
の

暫
』

に

関

す

る

重

要
問
迦
を

ほ

と

ん
い、隔
残

さ

ず
醐

じ
て

h

る

の

で、

萌
イ

明
）

燐

即

の

断
氏
屮

　
見

て

も

良
い

告

忘

わ

れ

る
。

　

同
噛

ほ

ま

ず、

中

国
の

古

代
に

去
期
に

存
d

し

て

い

た

発

行
物
の

特

拶

を

検
証

し、

淘
目

代

嫡
聞

ほ

「

官
Hh

乂
乳口
」

を

伝
辻
し

な

が

ら、

原
始

形
皀

の

新
門U
の

性

格

を

持
つ

と

信
摘
匙

て

い

る．．

そ

の

打
徴

ほ
−

ー−．

　

　
．

官
文

書
の

伝
遅

以

外
巴

朝
廷

政

争
の

動

白
．」

報

道

す
る

　

　
・

定

期
的
に
、

あ

る

い

は

毎

日

発

行
す

る

　

　
。

阿

じ

内

容
を
一

定
の

伝
達
シ

ス

テ

ム

を

通

じ

て

∫

庄

し

て

お

り、

か

な

ら
ず

　

　

し

毛

卜

向
け・
　一、
官
文

書
一

で

は

な

い

　

　
。
牡亠
に

弸財
廷

が・
⊥

催
野
レ

て

い

る

が、

そ

う
で

は

な

い

例
毒

あ

ろ

　

　
・

軸
廷

が

キ

壷
し

な

い

場
ム
ロ

に

け、

内
容
は
訓別
廷
の

「

宮
又
童完
　

を

瓜｝
え、

　

　

宝
の

料
金
を

徴
取
し

た

例
も

あ

ろ

　

　
．

内隔
合

　

鴨

廷

の

．

官
文
キ

背
」

を

超

え

て

い

な

い

が、

民

間
が

糾・
鴇

し

て

発
売

　

　

し
請．．
例

　
あ

る

な
D．」
を

あ

り

る
。

す
ψ、
低

わ

ち、
「

宕

文
妻

7
こ

区

尉
さ

れ

て
、

原
始

形
態
新

聞
と

し

て

の

条
件
を

そ

ろ

え

て

い

る匹

　

そ

し
デ、
、

申

国

占
代
所
同．
 

呼
び．
丿

に

つ

い

て、

甎
夙
ー

淋
は

「

瑠
報
　屮
ゲ

』．
京
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報
』

以
前
の

新
聞

類
発

行
物
の

総
称
か

代
称
と

し

て

使
用

し

て

い

る

が、

黄
卓
明
の

考
察
で

は、

実
際
に

「

邸
報
」

と
い

う

言
い

方

が

最
初
に

現
れ

た

の

は

宋
時
代
で

あ

る
。

『

進

奏
院
状
報
』

の
一

つ

の

支
流、

つ

ま

り

『

進

奏
院
状
報
』

を

次
々

に

写
す

過
程
の

中
で

生

ま

れ

た

も
の

で

あ

り、

ま

た
「

邸
報
一

が

総
称
と

し

て

使
わ

れ

る

の

は

明
時
代
で

あ

る

べ

き

だ

と

黄
卓
明
は

指
摘
し

て

い

る
。

　
ま

た
、

宋
代
の

「

邸
報
」

が

印
刷
さ

れ

て

い

た

か

ど

う

か

に

つ

い

て
、

黄
卓
明

は

印
刷
さ

れ

て

い

た

証
拠
が

足
り

ず、

予
書
き

で

写
さ

れ

て

い

た

可
能
性
が亠口
同

い

と

判

断
し

た。

こ

れ

は

朱
傳
誉
が

『

宋
代
新
聞
史
』

で
、

宋
代

「

邸
報
」

は

印
刷
を

主

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

し

て

い

た

と

結
論
し

て

い

る

の

と

異
な

っ

て

い

る
。

　
『

中
国
古
代
報
紙

探
源
』

は、

そ

の

文

中
に

関
連

資
料
を

大
量
に

原

文
の

ま

ま

引

用

し、

か

つ

著
者
の

自
ら

の

『

京
報
』

に

つ

い

て

の

イ
ン

タ

ビ

ュ
ー

と

調
査
の

記
録

も

あ

り、

そ

の

資
料
性
が

優
れ

て

い

る

た

め、

本
稿
と

り

わ

け

萌
芽
期
の

新
聞
に

つ

い

て

の

検
証
に

と
っ

て

示

唆
が

多
い

と

思

う
。

　
　

2．

卓
南
生
の

『

中
国
近

代
新
聞
成
立
史
』

　

日

本
語
で

書
か

れ

た

こ

の

『

中
国
近

代
新
聞
成
立

史
』

は、

一

八
一

五

年
か

ら
一

八

七

四

年
の

六

十
年

間
に

わ

た

っ

た

中
国
語
の

新
聞
を

「

『

近

代
型
』

中
国
語
新
聞
」

と

名
付
け

て、

そ

の

発
生
・

形

成

の

過

程
と

背
景、

そ

し

て

発

展
の

接
続
関
係
を

考

察
し

て、

さ

ま

ざ

ま

な

問
題
を

究
明

し

て

い

る
。

　

こ

の

著
作
に

は

い

く
つ

か

の

際
立

っ

た

特
色
が

見

ら

れ

る
。

　

特
色
そ

の
一
、

中
国

新
聞

史
の

研
究
に

お

け

る

新
し

い

視
点
で

あ

る
。

　

い

ま

ま

で

の

中
国

新
聞

史
に

お

け
る

著
作
は

全

体
史
に

し

ろ

断
代
史
に

し

ろ
、

新

聞
史
を

社
会
発

展
史
の

流
れ

に

よ

っ

て、

段
階
を

区
切

っ

て

い

る

も

の

が

多
い
。

例

え

ば、
『

簡
明

中
国

新
聞

史
』

の

目

次
は、

　
　
「

辛
亥
革

命
前
後
の

新
聞
事
業
」

／
「

五

四

時
期
の

新
聞
事
業
…

／

「

中
国

共

産
等
成
立

初
期
と

大
革
命
時
期
の

初
期
事
業
」

／

「

十
年
内

戦
時
期
の

新
聞
事
業
」

中
国

の

新
聞
紙

面

餠

究
に

つ

い

て

の

考
察

（
上）
　
　
馬

　
　

挺

／

「

抗
U
戦
争
時
期
の

新
聞
事
業
」

／

「

解
放
戦
争
時
期
の

新劉
聞
事・
業
」

が

あ
る

。

　
断
代
新
聞

史
に

つ

い

て

は、

前
文

に

触
れ

た

『

宋
代
新
聞
史
』

と

『

中
国

明

代
新

聞
傳
播
史
』

が

あ

る
。

こ

れ

ら

の

目

次
と

タ

イ

ト

ル

や

書
名
を

見

る

と、

中
国
の

新

聞
事
業
を

中
国

歴

史
上

の

朝
代
あ

る

い

は

社
会
発
展
時
期
に

よ

っ

て

段
階
的

に

分
け

て

論
じ

て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

い

う

ま

で

も

な

く

新
聞
は、

社
会
発
展
の

流
れ

と

非
常
に

緊
密
な

関
係
に

あ

り、

社
会
発

展
に

影
響
し

た

り、

さ

れ

た

り

し

て

い

る

の

は

確
か

で

あ

る

が
、

し

か

し、

新
聞
あ

る

い

は

新
聞
事
業
の

内

在
的
要

因

に

よ

る

そ

れ

白
体

の

発
展
の

流
れ

と

い

う
存
在
も

否
定
で

き

な

い

と

思

わ

れ

る。

し

た

が

っ

て

新
聞
事
業
自
体
の

歴

史
を

研

究
し

、

そ

の

流
れ

を

研
究
の

メ

イ

ン

ラ

イ

ン

に

置

き、

自
身
の

流
れ

に

よ
っ

て

新
聞
事
業
の

史
的

な

段
階
を

区

切

る

こ

と

も

で

き

る。

す

な

わ

ち、

新
聞
事
業
自
身
に

注

目

す

る

視
点

か

ら

の

全
体
史
と

断
代
史
の

研

究
も

ま

た

必

要
だ

と

思
わ

れ

る
。

　

中
国

最

初
の

新
聞
史
の

著
者
で

あ

る

戈
公

振
の、
『

中
国

報

学
史
』

は、

新
聞

事

業
を

中
心

と

し

て

考
察
し

た

全
体
史
と

言
え

よ

う
。

戈
公

振
は

中
国
の

新
聞
事
業
史

を

「

官
報
」

「

外
報
創
始
」

「

民

報
勃
興
」

「

新
聞

経
営
」

の

四

つ

の

時

期
に

分
け

て

研

究
し

た

の

で

あ

る

が
、

こ

の

よ

う
な

分
け

方
に

対
す

る

批
判
も

あ

る
。

例
え

ば、

『

宋
代
新
聞
史
』

の

著
者
朱
傳
誉
は、

こ

れ

は

事
実
を

誤
っ

て

お

り、

宋
代
に

も

民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア　

営
報
業
は

す
で

に

発
達
し

て

い

た

と

指
摘
し
て

い

る
。

　

卓
南
生

の

『

巾
国

近

代
新
聞
成
立

史
』

の

日

次
（

一

部）

は

次
の

通

り

で

あ

る
。

　
　
冖

九
肚
紀
初
期
華
字
発

行
物
発
生

の

背
景
／
新
教
と

最
初
の

華
字
月
刊
紙
『

察

　
　

世
俗
毎
月

統
記

傳
』

の

誕
生

／
ア

ヘ

ン

戦
争
ま

で

の

『

東
西

洋
考
毎
月

統
記

　
　

傳
』

を

中
心

と

し

て

の

諸
月

刊
紙
に

つ

い

て

／

中
国

入
に

よ

り

成
功
し

た

最
初

　
　

の

華
字
日

刊
紙
『

循
環
日

報
』

　

著
者
は、

中
国

語
新
聞
の

発

生

の

背
景
分
析
を

ベ

ー

ス

と

し

て、

最
初
の

中

国

語75
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明

星

大
昂

燐
空
し

麦

【

H
木
文

　
−

部
・

呈町．
凡

孔

尉
】

ー

　
り

　
一
、“

〇

二

年

蠶灘撫纛讐髴8

　

き

麟
　

毎

・

墨

躍

　

　

聾

し難
雛
灘

欝
饗
蠶
聽
難
難

彩V了［1｝｝ 5
］） ゼ ，．舞5 ・

巻flll
．’［ ・中

驚
覊
灘
瀞

薩

鬱
穫

拶
憲
鷹

、

蹴

の

新

聞
が

ら、
．−

成
立

史
　

に

お

け

3
、”

く

つ

か

の、
車

姜

澄

新

臨
そ

れ

O
休

を
，

 

ぐ
っ

べ

詳
細

に一

ぐ小
し、

そ

れ

ぞ

れ

の

新川
闘

の

朔

在
的

要
素

に

下

　
を

お

い

　
　ロヘ
　

　ロ
ア
　
　

　　ヘ
　

ユ　コ
　ヘ
　ユ
　

　
　

　
　

ユ
　　し

直．、
　

菊
し

島

礼
宀m
カ

ら
び

ズ

κ
軌

を

新
っ

て

い

ろ
。

　

こ

、
　ハ
う

な

中
国

档

円

史

自

身
の

展

門
昌
」

†、

す

な

わ

ち、

成
立

期
の
り
朋

に、

お

そ
・
り

く＋
明

」

期
が

あ

り
、

成

　
期
に

昂
い

て
、

成
長

期
と

充
実
期
が

あ

る

と

い

う
ノ．
体
械
造

に

つ

い

て

の

分
析
で、

巾

目「
新
聞

史

研
究
の

寸

丿
一

つ

の

側
幽

と

し

て

補
足

し

て

い

く
二

と

は

」

分

に

荒

峩
の

あ

る

こ

と

と

思
わ

れ

る
。

　

特
色
そ

の．
、
、

大
具

、．
貝

了

な

原

資
料
を

掘

り

出
し

た

ー

で

の

厳
密
な
由

ノ

甘

的

研
究

で

あ

る．．

　
そ

れ

ま
孤
、

−
凶
新
崗
鬥

史
蝣

究
に

お

い

て

面

じ

ら

れ

て

い

た

早

期
新
日
の

中
の

い

く

つ

か

は、
一、
ロ
ッ

て

み

れ

ば

幻
の

广

で

フ

な
々
「

孔

で

あ

丿

、．
。

上

述
の

最

初
の

中

国

語

新

躙

剛、
こ

い

わ

れ

る

『

集

世

俗
毎
月

統．
記

傳
卜

〔
図

祓

　
二
）

に

つ

い

て
、

し
（

公
卸

恢

は

−

＋
昭

凄，

聖
の

中
で、

こ

れ

は

ガ
τ

あ
巾
国

’

新

碧
あ

る

と

論
じ

・
、

は

い

る

が
、

そ
の

実
物、

あ

る

い
噛

尻

写．
具

な

ど

の

写

し

を

首
抵
み

て

は

い

（

い

と

思
わ

れ
．
。

。

阜、
の

内
容
の

引
窮

も
、

『

Ω

巨

霧
刀

§
°・

ぎ
門

巳

に

あ

る

原

芝
の

中

国
二

醐

か

，
訳
し

た

斐
を

も

う
．

度
中

講
に

訳

し

た

も

の

で
の

・

バ
・

前
述

？

皇

1
ア6

、
又

氏

は

「
中
鬥

報
学
史
」

を

出
版

し

た

後、

大

英

図
書
館
で

膏

た

「

察
世

俗

4

月

統

記

簿
］

ノ

ど

の

写

真
勲，
写
し
の

内

容

を、

つ

い

に

公

哀
で

き

な

か

「
！

。

そ

の

た

り

そ

，

後
の

新
聞
史

野

タ
者

た

ち
ゆ

、、
「

菰、
世

俗
毎

雇、
、、

祀

傳
」

を

倫
’

る

と

き、

ほ

と

ん

ど

戈
氏

が

『

中

国

徹

r
し

」

一
n

満
じ

た

範
囲

を

む

え

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

．
菅
ぬ
DD

μ

子

者
命
凵

虍
L

宀
H

が
、

　目
氏

頃

i

五

年

（

一

九

六

六

年
）
　
門

月

に
申
岡

版
し

た

判−
甲

司

圻
聞
史
」

の

中
で、

『

察
瓧

俗
毎
月

統
記

傳
』

の

表
紙
と

中
身

の

写

し

を
一

点

ず
つ

掲
載
し、

同
紙

の

紙
面

構
成

も

論
じ

た
。

し

か

し、

弓

知

の
．

肉
の

た

）．、

長

期
の

わ
’冖
伍．

て

中
国

大

睦
で

こ

の

本
を

見

る

二

と

は

で

き
六

か

ノ．
乙

。

　

卓
南
生

は

」
中

国

立

代
新
白
成
立

史
」

の

中
で
、

k
英
図

霞
館
唐

蔵

『

察
世

俗
毎

月

統
記

俾
一

に
、
玉

っ

て
、

そ

の

創
円
序
文
か

ら、

冢

教

賣

仏
の

文

章
・

鈍

洋

知

識
の

紹

介
．

貧
困

者
に

寄
付
し

た

人

ー

感
謝
を

表

す

記

宇

な

ど

ま

で

を

ア

文

の

ま

ま
で

引

旧

し

た

う
え、

同

紙
の

内
容
・

特
徴
・

編…
隼
子

の

姿
勢
一
今
析
し

た。

そ

れ

に

よ

．

イ

め、
っ

ぷ

　｝
の

中．冖
國

新矧
閣
剛

史

上

の
r

黒

ノ
」
砿

存
在
の

个

貌
を

う

か

が

う
二

と

が

で

可

た

）．一、、凵
　

）
　

，

9

σ
　

て

諦
7

《

　

ま

乙 、

中
国

で

の

最
初
の

中
国

語
日

刊

紙−
三
口
わ

荘

た

悉

港
」

亅

中
外

所

報」

に

つ

い

て
、

戈

公

彬

の

「

中

国

報
学
史

』

商
劣
版
に

掲
載

さ

れ

た

紙

面

の

写

真
は
、

創

刊

か

ら

五

〇
年
汲

上

も

経
っ

ゆ．
楓

一

九
…
　 ．
年

の

も

の

で

あ

り、

瑚
団
時

の
 、
中

外
新

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

〔
坤．智

報
』

の

様
予

は

戈

氏
も

「

不

明
」

と

述
べ

て

い

厂
．．

　
肖
ド

南
生

は
こ

の

震
同
を

解
決
す

る

た

め

に、

匿

昇
中
で

旨

ハ

の

原
わ凵
ご

探
す

こ

と

に

懸
命
て

あ
．

た
。

　　

八

七

　
ー

五

月

四

」

〔
同

治
一
…

年

壬

申一、一
月

「

ヒ

日
）

『、
香
港
中

外

新
報
』

が

イ

ギ

リ

ス

の

ケ

ン

ブ

リ

ソ

！

大

学

圜

書
館
で

発

見

さ

れ

た
。

乙

れ

に

他
の

資
料口
を

加

え一
て
、

气
−
岡

生

は

戈

公

振
の

一、
入

津
中．
外

新
報
』

を
．

八

五

八

年
創
刊

−

だ一
す

る

説
は

大

体

正

確
で

あ
ワ
」

こ

と

ご
軍、
付
け

る

（

厳

密
に 

凡

ば
、

創

刊
は

　
一

八

7
七

年

卜
．

月

　
日
）

と

と

も

に、

荘

れ

ら

に

関
す
る

い

く

つ

か

の

賦

謬

も

コ
「

し

た

の

弔

あ

る
．
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ま

た
、

小
野

秀

雄
先
生

の

研
究
の

ヒ

ン

ト

を

受
け
て
、

卓
南
生

は

『

香
港
中

外
新

報
』

の

前
身
と

推
定
さ

れ

る

『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

と
い

う

発

行
物
の

存
在
を

確
認

し

よ

う

と

し

て
、

ア

メ

リ

カ

の

エ

セ

ッ

ク

ス

研
究
所
図

書
館
で
、

一

八

五

九

年
の

『

香
港
船
頭
貨
價
紙
」

七

十
八

部
を

発
見
し

た。

そ

し

て

そ

の

発
見

さ

れ

た

『

香
港

船

頭

貨

價
紙
』

と

『

香

港

中
外

新

報
』

は

両

方
と

も

に

英
字

新

聞
『

幵
刺

報
』

（

『

一
「

70

冖）
”
＝
団

℃
「

Φ

の

ω

』）

の

「

中
文

（

中
国

語
）

版
」

で

あ

る

こ

と

を

推
定

し

た
。

ま

た

両

者
の

日

付
な

ど

の

要
素
に

基
づ

い

て

推
算
し

た

結
果、

創
刊
時
期
は

ほ

と

ん

ど

同
じ

と

み

て、

当

時
『

→

冨
∪

巴

7

写
Φ

ω
゜・

（
「

幵
剌
報
一
）

』

の

よ

う

な
｝

つ

の

英

字
新
聞
が
、

同

時
に

週

三

回

同

じ

曜
日

に

二

つ

の

同

じ

内

容
の

中
国

語
新
聞
を

発

行
す

る

こ

と

は、

条

件
か

ら

み

て

も、

必

要
性
か

ら

み

て

も、

考
え

ら

れ

な
い

と

い

う
判
断
で
、

卓
南
生

は

『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

は

『

香
港
中
外
新
報
』

の

前
身
と

断

定

し

た
。

ま

た、

紙
面

構
成
に

つ

い

て

の

考
察
に

よ

っ

て
、

「

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

は

中
国
初
の

新
聞

用
紙
を

両
面

印
刷
す
る

近

代
的
中
国

語
新
聞
で

あ

る

と

の

結
論
が

出
さ

れ

て、

中
国

新
聞
紙
紙
面

研
究
上

の

重

要
な

空
白

が

埋

め

ら

れ

た。

　

な

お
、

『

門
700

匚
口
帥

ζ
蝕

⊆

の

中
国
語
ぺ

t

ジ

の

『

中
外

新
聞
七

日

報
』

は

『

香
港
華
字

日

報
』

の

前
身
で

あ

る

こ

と

も

原
物
を

証
拠
と

し

て

確
認
し

た
。

　

特
色

そ

の

三、

確
実
な

証
拠
と

厳
密
な

推
理

に

よ

っ

て
、

中
国

新
聞

史
上

の

い

く

つ

か

の

定
説
の

誤
謬
を

直
し、

疑
問
を

解
決
し

た
。

　

特
色

そ

の

二

で

す
で

に

指
摘
し

た

よ

う
に

、

戈
公

振
の

書
い

た

「

中
国

報
学
史
』

の

中
に

あ

る

い

く

つ

か

の

判
断
や

結
論
は、

根
拠
が

十
分
で

な

く、

誤

謬
が

あ

る

も

の

も

存
在
し

た

と

言
え

よ

う
。

だ

が、

戈
公
振
は

中
国
新
聞
史
の

第
一

人
者
と

さ

れ

た

た

め
、

そ

の

後
の

研

究
者
た

ち

は

ほ

と

ん

ど

彼
の

述
べ

た

こ

と

を

疑
お

う

と

も

し

な

か

っ

た

の

で

あ

る
。

そ

し

て

間
違
い

が

そ
の

ま

ま

次
々

と

伝
え

ら

れ

た
。

　

し

か

し、

例
え

ば、
「

察
世

俗
毎
月

統
記
傳
』

と

い

う
発

行
物
の

題

名
の

文
字
に

つ

い

て、

戈
公

振
が

『

中

国

報
学

史
』

の

中

で

取
り

上

げ

た

と

き、
「

統
記
傳
」

の

中
国

の

新
聞
紙
面

研

究
に

つ

い

て

の

考
察
（
L）
　

馬

　

挺

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　（
11）．

「

記
…

は

「

紀
」

と

な
っ

て

い

た

が、

そ

の

原
因
が、

戈
公
振
は

『

特
選
撮
要

毎
月

紀
傳
』

の

発
行

者
メ

ド
ハ
ー

ス

ト

（
『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
』

の

編
集
者

の

ミ

ル

ン

の

助
手
）

の

同

想
録
に

『

察
世

俗
毎
月

統
紀
傳
』

と

書
か

れ

て

い

て
、

し

か

も

原

物

を

見
た
こ

と

が

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

と

推
測
で

き

る。

方
漢
奇
教
授
の

『

中
国

近

代
報
刊
史
』

に

も

間
違
い

が

あ
っ

て、
『

察
世

俗
毎
月

統
紀
傳
』

と

記

載
さ

れ

て

い

る
。

卓
南
生

氏
は、

大
英
図

書
館
所

蔵
『

察
世
俗
毎
月

統
記
傳
」

の

原
物
に

基
づ

い

て、

そ

の

間
違
い

を

指
摘
し

た

わ

け

で

あ

る
。

　

さ

ら

に

い

く
つ

か

の

よ

り

重

要
な

訂
正

が

あ

る。

　

ま

ず、
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

と

『

香
港
中
外
新
報
』

に

つ

い

て

　

 
戈
公

振
の

『

中
外
新
報
』

は

「

最
初
隔
日

刊
だ
っ

た

が

ま

も

な

く

日

刊
に

改
め

〔
12）

ら

れ
」

た

と

判
断
し

た。

卓
南
生

が

発
見
し

た
一

八

七
二

年
五

月

四

日

の

『

香

港
中

外
新
報
』

の

タ

イ

ト

ル

の

側
に

「

＝
二

五

行
情
紙、

二

四

六

新

聞

紙
」

の

文
が

あ
っ

た
。

ま

た

同
口

付
二

面
の

…．

本
館
謹

啓
L

の

内
容
に

よ
っ

て、

さ

ら

に

香
港
政

庁
が

毎
年
発

行
し

て

い

る

青

害
（

に
O
昌

σq
一
く
O
＝
σq
一
W一
＝
 

口dOO

オ）
一

八

七

二

年
版

に

記

述
さ

れ

た
一

八

七

三

年
『

幵
剌
報
』

の

中
国

版
に

関
す

る

内
容
を

傍
証
と

し

て
、

『

香
港
中

外
新
報
』

は

「

ま

も

な

く

日

刊
に

改
め

ら

れ
」

と
い

う

判
断
が

誤
謬

で

あ

る

こ

と

が

判
明
し

た
。

正

確
な

事
実
は、

そ

の

本

紙
す

な

わ

ち

「

新
聞

紙
」

は

始
め

は

週

三

回

火

木
⊥

に

発
行
し、

商
業
ニ

ュ
ー

ス

（
所
謂

「

行

情
」

）

を

付
随

掲
載
し、

月
水

金

に

単
独
の

「

行
情
紙
」

だ

け

を

発
行
し

て

い

た

が
、

一

八

七

二

年

五

月

四

日

以
降、

改
め

て

「

行
情
紙
一

を

『

香
港
中
外
新
報
』

か

ら

独

立

さ

せ、

毎

日

（

日

曜

除
外
）

発
行
し

た

と

す

る

の

が

正

確
で

あ

る
。

し

た

が
っ

て

『

香
港
中

外
新
報
』

の

本
紙
が

日

刊
紙
に

変
わ

る

の

は、
創
刊
か

ら

「

ま

も

な

く
皿

で

は

な

く、

十

四、

五

年
後
の
一

八

七

三

年
の

こ

と

で

あ
っ

た
。

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
13）

　

 
戈
公

振
が

述
べ

た

「

『

幵
刺
報
』

の

（

中
国

語
）

副
刊
」

の

『

香
港
新
聞
』

は

実
際
に

は

存
在
し

な

か

っ

た。
『

中
国

報
学
史
』

商
務
版
第
三

章
の

第
四

頁
と

五

頁77
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の

中
同

語
板
が

創

刊

さ

凪

た

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

は

中

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

そ

し

て

伍

廷

芳

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

伍
を

招
聘
し

て

そ

れ

を

担

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

の

創
刊
当

時
は

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

『

幵
刺
報
』

の

オ

ー

ナ

ー

の

マ

ロ

ウ

が

彼
を

簡

単
に

信
用
し

た

か

は

疑
問
で

あ

る

と

し

て

伍
提
案

と

担
当
説

に

つ

い

て

否
定
的

な

兄

解
を、
不

し

た
。

　

さ

ら

に
、

卓
南
生

は

中
国

初
期
の

英
字
紙
の

発
展

と

香

港
の

特
殊
な

地
位、

そ

し

ヂ旨
マ

ロ

ウ

と

い

う

人
物
を

め

ぐ
っ

て

考亠
祭
し、
　
マ

ロ

ウ

が

新
聞
を

発
行

し
⇒ ．
凡

目

的

は

．−
金

儲
け

以
外
の

何
物
で

も

な

か

っ

た
L

と

指
摘
し

た
。

す

な

わ

ち、

中
国

語
版
は

英
掌・
の

「．，
幵
刺加
報
』

の

創
刊
の

一

ヵ

月

後
に

早
く

も

創
旧

門

さ

れ

た

と

い

う
事
実
に

よ

っ

て
、

マ

卩

ウ

に

は

当

初
か

ら

中
国

語
薪
聞
の

創
刊
計
画

が

あ

り、

勃
興
し
っ

っ

あ

る

中
国
商
人

階
層
の

需
要
に

合

わ

せ

た

こ

と

が

創
刊
の

主
な

動
機
で

あ
っ

た

と

考
え

た

の

で

あ

る
り

　

次
に
、

『

香
港
華
字
日

報
」

の

創
刊
を

め

ぐ

っ

て

　

香
港
で

最
も

早
い

時
期
に

創
同
さ

れ

た

三

人

中
国
語

新
聞
の

「

香
港
華
字
日

報
」

の

創
刊
年
に

つ

い

て
、

戈
公

振
は

i

同

治
三、

四

年

（
、

八

六

四

〜
、

八

六

五
〕

の

　

　

　

、
N〕

間
L

と

述
べ
、

兀、一
西
に

出
版

さ

れ

た

向

華
字
匿

報
七

＋
一

周

年
紀
念

刊
」

で

は

「
同

治一
∴

年
（
…

八

六

四
）

ー

　
と

主

張
し

て
、

　
塘

輒

者
が
沖

り

提
供
さ

れ

た

現
存
の
旧

取

も

初

期
の

同

治
癸
酌

五

月

初
1
（
一

八

七

二

年
六

月

四

日
）

付
け
の

紙
画

写
真
を

収
録
し

た
。

後

者
の

根
拠
は、

『

香
港
華
字
日

報
』

の
・
」

笋
T

で

あ
ッ

た

陳
靄
亭
の

甥
で

あ

る

陳
止

瀾
（

同
紙
の

第…．

代
目
の

責
任

者）

が．
護
っ

た

「

我
が

新
聞
は

清
同

治
三

年
・

明
星
大

蹟・
研

究

紀
凱

四
属

本
之
化
学

鄂
・

亘
弗
又

化
学
科｝
第

十
哇

ワ

　
ニ

QO

一
軍

の

聞
の

図

版
に

載
せ

た

『

香
港

新
聞
』

の

写
真
は、

実
は

『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

を

、

申

文

凍
書
L

に

し

た

中

国
語
の

ま

ま

の

日

本
「

官
版

香
港
新
聞
』

で

あ

る
。

　

 
英

宇
新
聞
『

幵

刺
報
』

（ ．刺、
冨
O

塾
団

帽

蕁

窪）

背
景
に

つ

い

て
、

気

氏
は

『

中

国
報
学
史
』

商
務
版
第…、…
章
で、

幵

幵
刺
報
b

英

字
典

を

印

刷
す

る

た

め、

中

国
語
の

活
字
一

セ

．、
ト

を

購
入

し、

の

提
案

で、

中・
国

語

版
の「
新
圏

剛

を

付
け

る

こ

と
に

な

り、

当

さ

せ

た
」

と

論
じ

た

が
、

卓
南
生

は

ま

ず
「

香

港

船
頭
貨
價
紙
』

伍

は

ま

だ

十
五

歳
の

少
年
で、

こ

の

よ

う
な

提
案
を

し

た

と

し

て

も、

78

　
　

　

　

　
　

ー

田
丁

マ
字

（

一

八

六

四

伍
↓

　
に

創
判
L

　
に
・
81

る

毛

の

で

あ
っ

た。

中i
国
の

新輯
闇「
中
人…
字
軌

伺

は、

ほ

ぼ

こ

の
一

八

六

四

年

創
断
短

况

を

踏
襲
し

て

お

り、

新

聞
史
μ

子

界
の

定

説

に

な
っ
て

い

た

よ

う

で

あ

る
。

し、
か

し、

欧

米
の

一

部
の

学

者
は
一

八

七
二

年
創

醒
説
を

⊥

張

し

て

い

た

が
、
「
根
拠
は
吐
含

体

的
に

説
暇丹
さ

れ

て

い

な
か

ワ

た
。

　
と

こ

ろ

が

卓
南
生

は

こ

の

疑
問
を

解
明
し

た
。

そ

の

き
ッ

か

け

と

な

っ

た
の

は、

ま

さ

に

」

述
の

『

華
字
晴

報

七

十
｝

周」
牛

紀
念

刊
』

に

掲
載
さ

れ

た
一

八

七．．…
年
六

月

四

凵

の

紙

繭
写
真
で

あ

っ

た
。

そ

こ

で

は

日

付
の

側
に

3

第
一

百

七

卜

六

号

ZO
．
　

七

六
L

と

明
翠
山

さ

れ

て

い

る
。

ま

た、
一，ザ
否

港
董

汚
†

日

報
」

の
扣
祝

新川
聞

で

あ

ろ

英
牢
紙
『

→
げ
oO

江瞬
聾

竃
巴【
』

（

中

国

名

『

徳

臣

報
』
）

は

同
紙
に
一

八

七
二

年

四

月

〜
五

月

に

「
中
国

語
新
聞
」

創
刊
の

広
告
を

掲
載
し
、

週一．…
回

発

行
と

編
集

長

は

経
験

豊
富

な

陳
靄
宵’7
で

あ

る

と

明

記
し

た．、

し

か

も

同

年
四

月

十
九

日

に、
『

香

港
華
字
日

報
』

は

す
で

に

前
の

水
曜

ロ

（
す
な

わ

ち

四

月

十

七

日
）

に

創
刊

さ

れ

た

と

通
止

口

し

て

い

た

の

で

あ

る
。

　
一

八

七
二

年
四

月

十

七

日

か

ら

（

週

三

回
で
）

計

算
す
る

と、

L
述
の
一

八

七

三

年
六

月

四

目

『

昏

港
華
字
日

報
』

に

書
か

れ

た

コ

第
．

霜

七

十

六

号
」

ま
で
、

わ

ず

か

に

二

号
足

り

な
い

．

休
岡
も

あ

り

う

る

こ

と

な

ど

を

考
え

る

と、

与

い

に

ぴ
っ

た

り

合
，

て

い

る

と

考
え

て

差

支
え

な
い

と

思

わ

れ

る
。

　
ま

た、

香

港
政
庁

の
｝

八

六

三

年
〜
一

八

七
二

年
の

青

書
に

、

関

連

す
る

記

載

が

な

く、
　、

八

七

三

年

に

司

→
『
Φ

薯
o
コ

騎

国
o
昌
鐙

O
け

三〔
演
Φ

ζ
pP

］
（
す

な

わ

ち

「

香

港

華

字
ロ

報
じ

が

記
載
さ

れ、

し

か

も

「

葺
蔓
δ

蝉

亳
O

実
」

（

週

三

回

発

行）

と

注

記
さ

れ、

翌

年
一

八

七

醐

年
の

青

書
に、
　，

八

七
＝ ．
革

同

紙
は

「

O
臥

ぞ
」

と

記

載
さ

れ

て

い

る
。

　
結
論
と

し

て

は、
「

香
港
華
字
日

報
』

の

創
刊

目

は
一

八

七

瓢

年
四

月

十
七

目

て

あ

り、

そ

の
且
削

身
『

中
外

新
聞
七

日

報
』

（

英

字
『

→
写
Φ

9
は
口

国

ζ
ゆ
＝

』

の

中

国
語

ニ

ュ

5
ス

ベ

ー

ジ

と

し

て
、

八

七
【

年．一．
月
＋

⊥

日

〜
一

八

七
二

年

四

月
六

日

の

間

N 工工
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に

存
在
し

た
）

の

存
在
期
間
を

加
え

て

も、

実
際
の

創
刊
年
は
一

八

七
一

年
で

あ

り、

戈
公
振
の

⊃

八

六

四

〜
一

八

六

五

年
間
L

で

も

な

く、
『

華
字
日

報
七

十
一

周
年

紀
念
刊
』

の
一

八

六

四

年
で

も

な

く
、

そ

れ

よ

り

七

年
な
い

し

八

年
あ
と

の

こ

と

で

あ

る
。

　

卓
南
生

の

『

香
港
華
字
日

報
』

を

め

ぐ

る

考
証
は、
『

中
国
近

代

新
聞

成

立

史
』

（

一

九
九

〇
年
出
版
）

の

第
八

章
と

し

て

収
載
さ

れ

る

ま

え

に、

す

で

に
一

九
八

五

年
秋
季
号
の

『

総
合
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

研
究
』

で

「

『

香
港
華
字
日

報
』

の

創
刊
年

を

め

ぐ

っ

て
」

の

題
名
の

も

と

に

発
表
さ

れ

た
。

中
国

の

国

内

で

は
一

九

八

八

年
に

出
版
さ

れ

た

『

中
国
新
聞
史
（

古
近
代
部
分
）

』

が

す
で

に

こ

の

成
果
を

採
用
し

た

　
　
　
（
15）

よ

う

で

あ

る
。

し

か

し、

一

九

八

九

年
出
版
さ

れ

た

『

簡
明

中
国

新
聞
史
』

は、

ま

だ

「

一

八

六

四

年
創
刊
し

た

『

華
字
日

報
』

」

と

間
違

っ

た

記
述
を

し

て

い

る
。

　
特
色
そ

の

四、

大
量
の

図

版
を

載
せ

て
、

昔
の

新
聞

の

紙

面
を

写
し、

読

者
に

提
示

し

た
。

　
上

述
の

よ

う

に、

い

ま

ま

で

の

中
国
新
聞
史
に

関
す

る

著
作
は、

戈
公

振

の

『

中
国
報
学
史
』

一

九
二

七

年

商
務
版
と

王

鳳

超
氏

の

『

中
国

的
報
刊
』

（

一

九
八

八

年）
、

そ

し

て

台
湾
の

曾
虚
白

の

『

中
国
新
聞
史
』

（

一

九
六
⊥
ハ

年
）

を

除
け

ば、

論
じ

た

新
聞
の

図
版
を

ほ

と

ん

ど

掲
載
し

て

い

な

か
っ

た
。

特
に、

普
通
見

る

こ

と

の

で

き

な

い

昔
の

新
聞
の

紙
面

構
成
に

つ

い

て

原
物

を

描
写

す
る

こ

と

は

少

な

く、

あ
っ

た

と

し

て

も、

著
者
の

言
葉
に

よ

る

説

明

と

読
者
の

理

解
は

必

ず
し

も
一

致
す

る

と

は

言
え

な

い
。

そ
の

描
写
を

読

ん

で

も

要
領
を

得
ら

れ

な

い

こ

と

も

あ

る
。

図

版
が

採
用

さ

れ

な

か

っ

た

原

因
は
、

著
者
自
身
も

原
物
を

見
た

こ

と

が

な
い

か、

あ

る

い

は

写
し

の

入

手

が

難
し

か

っ

た

か
、

あ

っ

た

と

し

て

も

印
刷
の

製
版
の

難
し

さ

を

恐

れ

て

の

こ

と
で

あ

ろ

う
。

　
卓
南
生
の

『

中
国
近
代
新
聞
成
立

史
』

は

本
文
部
分
に

お

い

て
、

四

十
八

ペ

ー

ジ

で

延
べ

六

十
二

点
の

新
聞
紙
面

の

全

貌
あ

る

い

は

局

部
の

写
し

を

載
せ、

ま

た、

付
録
と

し

て
、

論
じ

ら
れ

た

い

く
つ

か

の

新
聞

の

序
文
・

前
文
を

原

物
の

ま

ま

の

写
し

で

延
べ

十
八

頁
も

載
せ

て

い

る
。

例
え

ば、

最
初
の

近

代
中
国

語
新

聞
と

言

わ

れ

る

『

察
世
俗
毎
月
統
記
傳
』

に

つ

い

て
、

当
該
書
が

出
版
さ

れ

た

時
点

ま

で

に
、

中
国
国

内
で

出
版
さ

れ

た

中
国

新
聞

史
の

著
作
は
、

戈
公

振
の

『

中
国

報
学
史
』

か

ら

最
近
ま

で

（

曾
虚

白
『

中
国

新
聞

史
』

の

二

点
を

除
く

）

そ

の

紙
面

の

写
真
や

写

し

を

載
せ

る

こ

と

は

ほ

と

ん

ど

な

か

っ

た。
『

中
国
近

代
新
聞

成
立

史
』

は

『

察
世

俗
毎
月

統
記

傳
』

の

表
紙
と

中
身
の

内
容
の

写
し

を

十
点

も

掲
載
し

た
。

表
紙
の

下

に、

判
型
と

所
蔵
場
所
も

記
載
さ

れ

て

い

る
。

な

お、

卓
南
生
に

よ
っ

て

発

見
さ

れ

た、

中
国

新
聞
史

研
究
に

と
っ

て

非

常
に

貴
重
な

資
料
で

あ

る、

現
存
す
る

最

も

古

い

『

香
港
中

外
新
報
』

と

そ
の

前
身
『

香
港
船
頭
貨
價
紙
』

の

い

く

つ

か

の

紙
面
の

霧
雑
横

藩
簿
噛

労

黌
欝
璃

纏

嫡

筆
雛

鷺
軈
李
盗

龝
鋸
浜
斷
罎
麓
覇
鎗
檢
隠
搬
瀞

黷

緯
雛．°

．…

＼
演
戴

操
聲
必

躍
雛

兵
鰹
醸

蠶

母
催
畿〕
行
奚
値

麺
謝

擁
駁

．

d

雛
就

錨
三
樓

七
瑛
鱒

藪
孵

憂
細
闘
蠢
盛

額
之
鷹
懲
爲
鏡

ガ

ニ
ご

獵

七

蒲
實
廉

撰・
三
鍵

書
蝕
虚

該
霧
辭
輝

寒
姜
灘
裟
灘
、

　
　

亦
彖
饒
韈
泓

縫
疵
伽
嚇

餌
夢
婁

定
隅

巖
鹸

鑵
尋
四

†
颪

厂
．

今

鍾
年
窟
得
錐

t
二

鵬
輿
重
勢
賣

鬢
翆
靉

矯
輟
皆
職
慮．
．

あ

交
藩
語
量

鐶
認
錯
三

難
簑
叢
三

滅
而
琢
塗
七
之

数
装

流

゜
・

）

渉
談
骸
既
樔
擬
蠻

饅

有
蓋
甓
残、

譜

鎖
量
穣

射
麿

乃
各

肄．

　
　
獣

麓

屡
鴎

旗
魍

芝
鐶

隹
爲
鑑
電

翁

靉
済

署
鶯

葬
矛
帯

遜

ド一
ー ．

其
鏑
三
憂

而、

孅
嘱
七
寡・
靠
肇
装
揮

寧
電
》
鰹

蔆゚
ロ
周

蠡
一
ザ

恥
灘
離
覊
綴
蠹
韆
譲
齢

懸
麟
鱒

忖醫　乾騒忌 十六年 （1？Tl）穴 殉工 十九日Ntt
「
聽癬箏件」 の 孅写　 （fi＊FgSt国飾 幣 鱈断遡

　 図 版
一3　『題奏事件』 （筆者提供）

中
国
の

新
聞
紙

面

研

究
に

つ

い

て

の

考

察
（
上）
　

　
馬
　

　

挺

79
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明町
η

六

∵

軌

免

札
裳

【
目

底

玩
化
芋

肇

ニ
ー
惣

文

化

弓
羽
】

第
…

号

7
’
い

○．
厂

卜

写

し

も

械
せ
ザ、
い

る
，

冖、
中

国
近
代
新
聞
成
立

史
」

で

重

点

的

に

論
じ

た

レ
一

種
の

山，
躍

鵡
の

月
．

融…
新
聞
は、

頭
物．
『

ま
’．
傷

兄
つ

け
岬、
い

な
h

「ド
八

ト

新
瀕
 

を

除
い

て．

残．
？
r

秤

の

写

し

が

す、
、

て

採
用

さ

れ

て

い

ろ
9

　
、｝
う

し

て
、

中
酌

生

の

凄．
国

辺

代

新
聞
成
立

史「〕

の

研
究

成
果

は

史
実

検
融
の

即

解
と

信
頼
性
を

高
め

る

上

に

役

に

ウ

つ

ば

か

り

で

は

な

く、

酬

究
者

に

と
ワ

て

判

信

頼

て

き

る

資
料

を

提
桁
ハ

し
一
、
く

れ

た
。

こ

礼

ほ

ま

た

中

謂
語

の

新
間

紙
面

に

関

す

る

考
察
に

と

，

て、

と

り

わ

け

新
聞

成
立

期
に

お

け

る

紙
而［
の

小

醗．
†

の

形

か

ら

西

洋
型
の

新
聞
紙
の

形
に

変
換
す
る

流
れ

に

つ

い

て

の

考
察
に

と
，

て
、

示

唆
の

多
い

−、
u

の

で
・

の

る
。

　
　
3．

筆
者
の

中
国

最
古
の

印
刷

瓢
聞

に

つ

い

て

の

考
察

　
一

瓦

九
一

か

ら
一

九

九．
一
年

に

が

け

て
、

筆
者

ほ

日

本
国

立

国

会
図

書
館

、

東
京

人

学
東
洋
文

化
研

究．
明、

屮
国

北
宗

図

書
館

（
現

国
家
図

書
館）

と

中
国
の

蔵
書
家

個
人
か

ら、
『

題
奏
事
件
」

と

い

う

文
献
九

冖

分
の

所
存
を

確
認

し、

写

し

を

い

た

だ

い

た
G

日

本
マ

ヌ

・
コ

、・・
3

ニ

ケ

ー

シ

フ

ン

胱

予

会
〔
．

九

九
［

−
春

季“

で

報

告

し

た

⊥

で
、
一

−

中

国

最
古
の

印

刷
新
聞

『

題

奏
串
件
L一

に

つ

い

て
L

と

題
す

る

論

　
　
　
、
6
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　一
　r

文

を

学

会
誌
に

発
爽

し

た
。

　
拙
砧
は

『

題

奏
車
誅

己

が

今・・、
｛

で

発
見
碑、旨
れ

て

い

る
鬥
取

蔦
i
目

い

中

国

山

代

印
刷
日

司

紙
で

あ

る

こ

と

を

検

証

し

た

L
で、

紙

面
の

複
写

の

＝
貝

を

初
め

て

掲
載
し

た

（

図

版
；

二
）

。

ま

た
、

「

題

奏
事
件
」

の

タ

イ

ト

ル

ハ

意
味
を

吟
昧
し

、

内
容
の

輸

郭
を

紹
介

し

た
。

み、
し

て
、

そ

の

用

紙
・

寸

法
・

印

刷
・

装
丁
の

状
態
を

紹

介
し

て、

発
行

対
象
・

速
報
軽
・

編
集
手

法
・

紙
面

構
成
な

と
の

新
間
と

し

て

性
格
の

諏
か

ら

分
棚
を

加
え

た
。

（
続
く

）

08

注
ハ
、｝

　

試．
陶

は、
」

回
6…
弔・
一
脈
面
L

　
L

い

い、

鄭
嗣
∵

果
卜…
「

新
陶

門

に

P

け

ろ

怠

怺
 

各
種
肖
台
う
紀

蝦

　

・
」
構
造
」

个

体

的

表

現
形
r

う．
あ

る

ρ
「

綴

猷
飼
輯
キ

マ
」

、
貞ぜ

匿、
義
／・
一

二

い

る、

　

紙

画

℃

の．
羸

乗

伯

窯
・

つ
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岬
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史
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．
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．
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．
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史
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史
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史
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∵
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＋
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史
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⊥

海
聯
合
圭冂
店
・
上

海
・
一
九
三

〇
年）

『
応

用

新
聞
学
』

（
亜

東
図

書
館
・
上

海
・
一
九
二

八）

『

最

新
実
験
新
聞

学
』

（
上

海
時
事
新
報
社
・
上

海
・
民
国
十
九

年

［一
九

三

〇
年」

再

版
）

『

中

国
新
聞
事
業』
〔
上

海
聯
合
書
店
・
上

海
・
一
九
三

〇
年）

『

新
聞
学
刊
』

（
光

華

書
局
・
上

海

二
九．
二
〇

年）

（
黄
天

鵬
）

　
判

天

廬

談
報
』

（
光
華
書
局
・
L
海
・
　
九
三

〇

年）

　

　
『

新

聞

学
集
成
」

〔
中
華
新
聞

学

院
・
北

京
・
一
九
三

〇

年）

『

中
国

近

代

報
刊
史
』

〔
山
西
人
民

出

版

社
・
太

原
・
一
九

八
一
年）

『

東
羸
訪

報
記

（
L
ご
（
〈

新

聞
研

究

資
料
V

総
四

十
六

輯

二

九
八

九
年）

　
『

中

国

新
聞
事
業
簡
史
』

（
中
国

人

民

大
学
出
版
社
・
北
京
・
一
九
八

三

年
）

　

　『
中
国
新
聞
事
業
通

史
・
第
一
巻
』

（
中
国

人

民

大

学
田
版
社
・
一
九

九
二

年）

「
中
国

古

代
報
紙
探
源』
（
人

民
日

報
出
版
社
・
北

京・
一
九
八

三

年
）

　

　
　

　

　
　

『

中
国

近

代
報
刊
史
参
考

資
料

　
上
・
下
』

（
校
内
用

書
・
一
九

八

二

年）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

『

簡
明
中
国

新
聞

史』
（
福
建
人
民
出
版
社
・
福
州
・
一
九
八

六

年
）

　

　
『

中

国
新
聞

史
〔
古

近
代

部
分）
』
．（

十

四

所
大

学

合
編
・
中

央
民

族
学

院
出

版
社
・
北

　

　

京

二
九
八

六

年）

『

中
国
近
代
報
人

与
報
業
』

（
台

湾
商
務

印
書
館
・
台
北
・
民

国

六

九

年

＝

九
八

〇
年］
）

「

中
国

新
聞

史
』

（

三

民
書
店
・
台
北
・
民

国
七

二

年
版
［
一
九

八

〇

年」
）

『

先

秦
唐
宋
明

清
傳

播
事
業

論
集
』

〔
台

湾
商

務
印
書
館
・
台

北
・
民

国
七

七

年
「
一
九

八

八

年］
）

『

中

国
新

聞
事
業
研
究
論
集
」

〔
台
湾
商
務
印
書
館
・
台
北
・
民

国
七

七
年

＝

九
八

八

年
∪

『

宋
代
新
聞
史
』

（
中
国

学

術
著
作
奨
助
委
員
会
・
台

湾

商
務
出

版
社
，
台
北
，
中

華
民
国
五

六

年

＝

九
六

七

年］）

『

報
入
・
報
史
・
報
学
』

（
台
湾
商
務

印
書

館
・
台

北
・
民

国
六

十
年

＝

九
七
一
年〕

第一、一

版）
　
『

海
外
華
文

報
刊
的
歴

史
与
現
状
』

（
新

華

出
版

社
・
北
京
・
一
九

八

八

年）

『

新
聞

探
訪
与

編

輯
」

（
三

民

書
店
・
台

北
・
民

国
七

九
年

＝

九

九

〇

年］
）

　
『

報

紙
編

輯
学
・
修
訂
版
』

（
中
国

人

民

大

学
出
版
社
・
北
京
・
一
九

八

八

年）

『

中

国

的
報

刊
』

（

人
民
出
版
社
・
北

京
・
一
九
八

八

年）

　

　
　

　
『
中
国
近
代
報
刊
名

録
」

（
福

建

人

民
出
版
社
・
福
州
・
一
九
九
一
年）

中
国
の

新
聞

紙
面

研
究

に

つ

い

て

の

考
察

〔

⊥）
　

　
馬
　

　
挺

日

本
語
文

献

小

野
秀
雄
　
『

内
外

新
聞

史
』

（

日

本
新
聞

協
会
・
一
九

六
一
年）

　
同
　

　
同

飜
刻

新
聞
雑

誌

の

原
書
に

つ

い

て
』

（

『

新
聞
学
評
論
』

・
冖
九
五

二

年）

卓
南
生

　
『

中
国

近

代
新
聞
成
立

史
』

（
ぺ

り

か

ん

社
・
一
九
九
Q
年）

　
同

　

　
『

官

板
華
字

新
聞
お

よ

び

中

国
語
原

紙
に

つ

い

て
』

〔
『

日

本

初
期
新
聞
全

集
』

　
ぺ

り

か

ん

社

　
　

　

　一
九

八

六

年）

　
同
　
　
『

解 
遡

「

遐
邇
貫
珍
」

「
」

ハ

ムロ
畿

路
祓
L
「
由−
外
新
報
」

「
山．
外

襍
計隠」
「
香冖
港
新川
聞」
』

（
同
右）

小
糸
忠

吾

『
ニ

ュ
ー

ス

の

源
流
．
i
中
国
の

新
聞
千
二

百

年
』

（
教
育
社

二

九

八
五

年）

三

好

崇
一
　
『

中
国
の

新
聞
の

特
色
』

〔
⊥

智冖
大
学
『

コ

ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

研

究賊
十

四
q

り

．
一
九
八

四

　
　

　

　

年）

春
原

昭

彦
　
黨

邸
報一
に

つ

い

て

方
漢
奇
教
授
に

聞

く』
（
同
上

誌

　
レ

八

号
・
一
九

八

八

年
）

足

立

利
雄
・

二

沢
玲
爾

　
h

中

国

報
紙
（
新
聞）

史
研

究

（
1）

』

（
『

関
西
大
学
社
会
学
部

紀

要」

第
十
三

　
　

　

　
　
巻
　

第
一
号

　
昭

和
丑

六

年
［
一
九

八
一
年」
）

　

同
　

　

　
　
　
「

中
国

報

紙

（
新
聞）

史
研

究
〔
皿）」
（
同
上
誌
・
第
十
五

巻
　
第
一
号）

拙
稿
　

　
『

中
国

最

古
の

印
刷
新
聞
「

題
奏
事

件
」

に

つ

い

て
」

ヘ
マ

ス

・
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

研

究」

　
　

　

　
四

三

号
・
一
一
七

〜

＝　
＝
．

貝

81

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


